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2019年度の主な事業

l ESDスタディツアープログラムの運営（通年）
l ESD実践研究（2018）の発行（3月）
l ESDプラットフォーム「WILL」の設立（5月）
l 第3回ESD実践研究集会の実施（9月）
l ESD修学旅行の部分的受け入れ（12月）
l ESD推進ネットひょうご神戸の運営体制の検討（12月）



ESDスタディツアープログラムの運営

【目的】
l RCE兵庫神戸所属メンバーが実践する活動
に、誰もが気軽に参加できる仕組み

l スマホで活動を検索・参加申込みできる
⇨このサイトを見て東北学院高等学校の皆さん
がESD修学旅行を希望

【実績】
l 496人・のべ804人が利用（2018年）
l 半分以上が1回のみの利用、最大は12回/人
l 主に学生（授業と連動）中心、社会人も利用



第４回ESD実践研究集会
【目的】
l 活動の中の課題を持ち寄り、交流を通してESDの概念・推進方
策・課題・可能性を考える

l 2019年9月22日～23日の2日間
l メンバーでプログラムやテーマを検討→「続・大研究SDGs」

【成果】
l 1日目：74名、2日目：93名 のべ合計167名参加
l 5名が新たにメンバーに⇨現在103名



＜1日目＞
l 基調講演
（講演は田中治彦先生）

l ESDカフェ

＜2日目＞
l 分科会
l 自由研究発表
l 総合討議

☆実践と理論の往復

第４回ESD実践研究集会



東北学院高等学校ESD修学旅行の部分的受入れ
l 2018年度に、宮城県東北学
院高校の生徒を受け入れた

l 19団体に分散してFWし、
総合リフレクション

l 2019年度は、いくつかの団
体でFWのみ部分的に受入れ



ESD実践研究集会 居場所づくり事業

フィリピンとのフェア
トレード（PEPUP）

震災復興支援
（大船渡、神戸等）

河川の保全活動

農業農村支援

RCE兵庫神戸の活動

ESDスタディツアー
プログラム

ESDカフェ



Work Inclusion Life & Love →WILL
l WILLは、持続可能な社会を創るために「出会い」や「つなが
り」の方法を考え実践しようとする組織

• 様々な活動を通して、多様な人と領域と出会い・つ
ながる経験を自ら積み重ねながら、SDを実現する
実践、装置、運動を起こす

• RCEのメンバーや活動をよく知るユースを中心とし
たメンバーの集まり



ESD実践研究集会 居場所づくり事業

フィリピンとのフェア
トレード（PEPUP）

震災復興支援
（大船渡、神戸等）

河川の保全活動

農業農村支援

• ワークキャンプ等のプログラムを通した、人との「多様な出会い方」
• RCE兵庫神戸の実践に参加し、「多様な領域の人々と出会う」

WILLがRCE兵庫神戸のつながりを補強？

ESDスタディツアー
プログラム

夏ワークキャンプ

オリエンテーション
合宿

春創成合宿

ESDカフェ

ボランティア
誘い合いウィーク
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運営委員会

ESD推進ネットひょうご神戸会員

代表 ：野崎隆一
副代表：西谷寛

：武田義明
監事 ：長谷川俊

：齋藤優子
事務局長：清野未恵子
副事務局長：高田知紀

ESD推進ネットひょうご神戸
会員
＝運営委員
（現在103名）

三役会

ESD推進ネットひょうご神戸 運営体制の変更



課題と展望

l 運営経費がかかるため、法人化（NPOか一般社団法人）を検討
l ネットワークを通して何が生まれるか、何を生み出したいか、こ
まめな「意識化」が必要≠定型的な会議

l 海外RCEとの連携のための予算確保

l 分散型の活動も進んでいる（ようです）
l 神戸大学のフォーマル教育との連携

n ESDコースの「ESD演習」が面白くなりそうなので！
l 神戸大学以外の大学や、高校生も参加

n 甲南女子大学のスタディツアープログラム利用、高校生のWILL活動への参加


